
令和６年度 第２回西区教育会議 議事要旨 

 

１ 日時 

  令和７年２月 21 日 19 時 00 分～20 時 20 分 

 

２ 場所 

  西区役所４階 402 会議室 

 

３ 出席者 

  （委員） 

  東 議長・有富 副議長・川村 委員・田原 委員・中川 委員・山住 委員 

  （学校） 

  横田 堀江中学校長・伊藤 九条南小学校長 

  （区役所） 

  三村 西区担当教育次長・中野下 西区教育担当部長・玉置 西区教育担当課長 

  ・藤本 西区教育担当課長代理・村上 教育政策課担当係長・小林 教育政策課係員 

 

４ 議題 

（１）令和７年度 西区の教育関連施策について（予算・施策等について） 

（２）令和６年度 企業連携の取組について 

（３）九条地域の今後の学校再編について 

（４）その他 

 

５ 配布資料 

  ・次第 

  ・西区教育会議開催要綱 

  ・傍聴要領 

  ・令和６年度第２回西区教育会議 

  ・別紙１：「つながる・つなぐ」子ども支援事業について 

  ・別紙２：生徒が考える学校活性化・夢事業について 

  ・「不登校に関する講演会・お話し会」チラシ 

 

６ 議事要旨 

  区役所からの説明 

（１） 令和７年度 西区の教育関連施策について（予算・施策等について） 

 ・西区 教育関連施策の令和６年度実績及び令和７年度予算について説明を行った。 

 

 



（伊藤校長） 

・不登校や外国につながる児童生徒への支援に非常に力を入れていると感じられる。ま

た、「生徒が考える学校活性化・夢事業」（以下、「夢事業」という。）の企画立案から

実現までを生徒に取り組ませる事業については、生徒にとって非常に良い学びになる。

規模感による予算の配当などの課題はあるが、いずれは小学校での実施も検討いただ

きたい。 

・昨今では、学校だけでの取組には限界がある。区役所や地域だけではなく、企業とも

積極的に連携を行っていく必要があると考える。 

・「つながる・つなぐ」子ども支援事業について、非常に心強く思っている一方で、初動

のアプローチに係る情報収集や、学校と区役所間での個人情報の共有は課題があるよ

うに思う。開始に向けて引き続き調整をよろしくお願いしたい。 

 

  （横田校長） 

   ・夢事業については、子どもたちにとって非常に大きな利益があると感じている。ただ

し、実現可能な改善策に向けて教員がどのように生徒を導くかが非常に重要である。

学校としても生徒一人一人が義務教育９年間の中で、愛校心や郷土愛を養う一助にな

るような取組になればと思っている。 

 

  （有富副議長） 

   ・西区夏期講習会について、去年より利用者が減少したということであるが、既存の塾

代助成はすでに多くの人が普段通っている塾や習い事に使用しているのではないか。

既存の塾代助成をすでに活用している人については、別の形で助成いただくなどする

と利用人数が増えるのではと思う。 

   ・夢事業について、生徒からの意見の吸い上げはどのように行うのか。 

 

  （横田校長） 

   ・何らかの形で全校生徒の意見をうかがえる形にしたいと考えている。例えば、生徒会

から方向性を示し具体的な方法についての意見を生徒に聞くなどし、全校生徒が関わ

れるようにしたいと考えている。 

 

  （玉置課長） 

   ・区役所としては、全生徒や全学年から意見を吸い上げなければいけないなどのルール

については設けていない。特定の学年を対象とすることも可能である。 

 

  （伊藤校長） 

   ・教員が考えた取組で、児童が自己有用感を感じているような実例もあった。全児童生

徒から意見を聞ければ一番いいが、まずは教員や生徒会などがアイデアを考えるよう

な形がよいと思う。 



 

（２）令和６年度 企業連携の取組について 

   ・令和６年度 企業連携の取組について具体事例の紹介、説明を行った。 

 

  （３）九条地域の今後の学校再編について 

   ・九条地域の今後の学校再編について、進捗状況の説明を行った。 

 

  （伊藤校長） 

   ・再編対象の小学校交流事業について、見学もしたが子どもたちも非常に喜んでいた。

次年度以降もこういった場を設けていただければありがたい。 

   ・統廃合の実施については、ご存じの保護者が大半であるが、それに伴い 10 年度ごろま

で体育館の工事などを実施することを知らない保護者が多い。今後に向けて、情報を

何らかのかたちで発信できるよう考えてもらいたい。 

 

  （４）その他 

   ・３月１日に開催する「不登校に関する講演会・お話し会」について、説明・紹介を行

った。 

 

  （有富副議長） 

   ・心和中学校の状況について、教えていただきたい。 

 

  （玉置課長） 

   ・学校を変えてでも通いたいという意見は一定聞いており、需要があると認識している。

心和中学校については、不登校専門の学校であり、カリキュラムや教室など様々な環

境に配慮がなされている学校である。 

 

  （三村区長） 

   ・不登校生徒の受け皿としては、一定の支持があるという風に捉えている。 

   ・心和中学校の定員は計 70 人で、ほぼ埋まっていたと記憶している。 

 

  （中川委員） 

   ・不登校の講演会について、ライブ配信は実施しないのか。 

 

  （玉置課長） 

   ・以前よりそういった意見はいただいており、今後の事業実施に向けて検討を進めてい

く。 

 

   


